
 下水道中長期ビジョン検討の流れ 

 
  

 

 

 
 

 
 

Ⅰ.２１世紀社会の変化に関する事項  

 
 

１ 環境・エネルギー 

 

① 地球温暖化 

（1）地球環境 

① 化石燃料の枯渇、途上国におけるエネ

ルギー消費の拡大 

② 有用鉱物の枯渇 

（2）エネルギー・資源 

 
 

２ 社会構造 

 

① 降水量の減少 

② 集中豪雨の多発化 

③ 三大湾等の水質改善の遅滞 

④ 身近な水辺環境の悪化 

⑤ 生態系の破壊 

⑥ 有害物質等による水系リスク

の増大 

（3）地域環境・水環境 

① 世界的な人口爆発と水・食糧不足の顕

在化 

② 日本における人口減少・高齢化社会の

進行 

（１）人口問題 

Ⅱ.２１世紀社会の姿 Ⅲ. ２１世紀社会のキーワードと

下水道の関わり方
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Ⅴ.下水道の使命を実現するための

手段（施策）と支援体制  
 

 

降雨等の自然現象や人間・社会経済

活動により生み出される水・物質・熱

等を収集・処理・再生し、資源・エネル

ギーの積極的な活用を図り、循環型

社会の構築に資する。 

Ⅳ. 下水道の使命 

２ 循環型社会の構築 

 

清らかで豊かな水環境に必要な水を

供給するとともに、放流先における動

植物の生息にも配慮すること等によ

り、美しい国土の形成、生態系との共

生に資する。 

３ 美しい国土の形成、生態系

との共生 

 

水害や地震等の災害への対応、水質

事故等の緊急事態への対応及び都

市防災機能の向上等により国民の生

命・財産・生活の安全を確保する。 

４ 安全な暮らし 

① 都市への人口集中と地方の人口減少・

過疎化の進行 

② 市町村合併の推進や道州制への移行 

（２）都市と地方 

 
 

３ ライフスタイル 

① 都市における水・緑の不足 

② 環境活動への市民参加の拡大 

(１)うるおい・やすらぎ 

① 余暇時間の拡大 

② 様々な主体間の交流の拡大 

 

(２)ゆとり 

① 日常生活での利便性の追求 

② ユビキタス社会の進展 

(３)便利 

２ 使命を実現するための手段の例 

 
・ 汚水処理 
・ 雨水排除 
・ 環境基準達成のための高度処理 
・ 汚泥の減量化 
  など 

 
・ 微量有害物資対策 
・ ノンポイントソース対策 
・ 雨水貯留・浸透 
・ バイオマスの積極的活用 
・ 地域の選択に応じた住民ニーズへの対
応（ディスポーザ等） 
・ ローカルルールの適用 
・ 水質料金制制度 
・ 地域の水に関する一主体としての他の
主体との連携・協働 
  など 

（1）従来からの手段 

(2)新たな手段 

 

 

２１世紀社会の様々な課題の特徴

は、発生メカニズムが複雑化してお

り、相互に関連して空間的な広がり

を有するとともに、影響発現が時間

的広がりを有していることである。 
 
２１世紀社会は、これらの課題を克

服し、「持続可能」な発展を実現
していくことが大きなテーマ。 

 

 

 

 

水洗化による生活環境の改善に加

え、利便性の向上、都市内のアメニテ

ィの向上など、国民のニーズに応え、

快適な暮らしの実現に資する。 

６ 快適な暮らし 

 

様々な主体との連携の中で、下水道ス

トックの活用等を通して、いきいきした

地域の形成に資する。 

７ 地域の活力の維持・向上 

 

規制やインセンティブの付与等によっ

て、発生負荷を抑制し、環境保全に資

する。 

１ 発生負荷の抑制 

※黒字：これまでの役割 赤字：新たな役割 

 
よりよい暮らしと社会の実現 

４ 安全 

 

 

環境への負荷の削減 

１ 発生抑制 

 
 

１ 使命を実現するための基本的視点 

（1） 役割分担 

（2） ハードからソフトへ 

（3） 量から質へ 

（4） 安定的機能の維持 

１ ２１世紀社会の変化に関する

事項のグルーピング 

２ ２１世紀社会のテーマ 

「環境」、「国民生活・社会活動」の視点から、下水道

との関わりを踏まえて、２１世紀社会のキーワードを、

発生抑制、循環、共生、安全、健康、快適、活力とし、

その関係を整理すると以下のとおり。 

２１世紀社会の変化に関する事項間の

関連性を整理し、グルーピングすると 

以下のとおり。 

２ 循環型社会の構築 

３ 自然環境・生態系の保全・共生

７ 地域の活力 

６ 快適 

国民生活・社会活動 

環  境 

資料３－２ 

５ 健康 

 

公衆衛生の向上、環境ホルモンをは

じめとする微量化学物質による生態

系への影響の軽減等により国民の健

康の維持増進を図る。 

５ 健康な暮らし 
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身近な水辺環境の悪化
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環境ホルモンによる　　
生態系への影響

ヒートアイランド　　
現象の顕在化

世界的な人口爆発と　　
水・食糧の不足

市町村合併と道州制の進行
都市への人口集中と　　
地方の過疎化

日本の人口減少と高齢化
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環境活動への市民　
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利便性の追求
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（オゾン層破壊）

（酸性雨）

余暇時間の拡大

様々な主体間の　
交流の拡大

健康

生活環境

公衆衛生の向上

地球の温暖化 降水量の減少

集中豪雨の多発

化石燃料の枯渇

途上国のエネルギー
消費拡大

有用鉱物の枯渇

三大湾の水質改善遅滞

身近な水辺環境の悪化

生態系の破壊

環境ホルモンによる　　
生態系への影響

ヒートアイランド　　
現象の顕在化

世界的な人口爆発と　　
水・食糧の不足

市町村合併と道州制の進行
都市への人口集中と　　
地方の過疎化

日本の人口減少と高齢化

都市の水・
緑の不足

環境活動への市民　
参加の拡大

利便性の追求

ユビキタス社会の進展

地球環境 地域環境

安全

快適

活力

（オゾン層破壊）

（酸性雨）

余暇時間の拡大

様々な主体間の　
交流の拡大

健康

生活環境

公衆衛生の向上

流域全体における取組の推進

国、都道府県、市町村、民間及び国民の責務の
明確化

下水道の新たな使命を円滑に果たすための負
担のあり方

関係機関との連携強化

オピニオンリーダー、市民団体、ＮＰＯ等との交
流・連携

役割分担と連携強化

法制度等の充実

水管理の視点からの取組推進

徹底した情報公開

地域の意向把握、合意形成

様々な主体との連携、協働

評価制度の充実

ハードからソフトへ

環境の視点からの質の向上

地域社会の視点からの質の向上

生活者の視点からの質の向上

水量・水質の一体的な管理

量から質へ

コスト構造改革の推進

整備と改築・更新投資のバランスの確保

アセットマネージメントの導入

安定的な機能維持


